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「あ R
ea
d T
his S

tory!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『戸村飯店青春100連発』（瀬尾 まいこ著）

藤本 智美さん
〔仁田子区〕

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

「この世界にアイは存在しませ

ん」。入学式の翌日、数学教師

は言った。１人だけ「え」と声

を出した、ワイルド曽田アイ。

その言葉はアイに衝撃を与え、

彼女の胸に居座り続けることに

なる。ある「奇跡」が起こるま

では…。『サラバ！』で直木賞

を受賞した著者が、この作品に

込めた強いメッセージに、大き

く心揺さぶられる１冊です。

ポプラ社

小説

「想うこと」で生まれる強さと優しさ
西 加奈子著 /『ｉ（アイ）』 

ダジャレ満載のはるやさいたちの遠足
柿田 ゆかり絵 /『はるやさいのはるやすみ』 

子どもが喜ぶデコごはんレシピ集
中村 陽子著 /『忙しいママでもできる！簡単ちょいデコごはん＆お弁当』

いつものごはんにひと手間加え

て「ちょいデコ」ごはんにすれ

ば、子どもの食事へのテンショ

ンがぐっとアップ！忙しい毎日

の中でも簡単に作れて、かわい

いちょいデコごはん＆お弁当の

レシピを紹介。子どもが喜んで

くれるアイデアがいっぱいで、

子育てや仕事、家事でてんてこ

舞いのママにぜひ役立てていた

だきたいレシピ集です。

辰巳出版

教養・娯楽

テレビ、ラジオ番組の名コメン

トで知られたジャーナリスト・

竹田圭吾氏は、すい臓がんと診

断を受けてから、わずか２年３

か月、51歳で亡くなりました。

死の６日前まで仕事に臨む夫を

支え続けた妻が、最期の日々を

つづった手記です。家族への感

謝の手紙を残して逝った夫、深

い愛情で寄り添った妻、２人の

エピソードが胸に迫ります。

新潮社

一般書

51歳の夫の最期を支えた妻の手記
竹田 裕子著 /『一〇〇万回言っても、言い足りないけど』

畑広場に春がやってきました。

タケノコ、アスパラガス、玉ネ

ギ、レタス…春野菜たちが遠足

に出発！「わーい、はるがきた

けのこ」、「ひざしがぽかぽか、

あったけーの」、「おーい、みん

なー、おきてくやさーい」など

ダジャレや言葉遊び満載で、子

どもたちに人気のシリーズ第４

弾です。声に出して読んでいた

だきたい楽しい絵本です。

ひかりのくに

児童書

大阪の下町の中華料理店の兄弟は、性
格も外見も正反対で仲も悪い。それぞ
れの人生を歩もうというとき、次男に
大きな転機がおとずれて…。

今月の案内人
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Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

■「災害と人権」②

　災害発生時には、被災したすべて

の人に人権上の問題が生じる可能性

があります。それは、安全に生活す

る権利や働く権利など、日ごろ保障

されているはずの人権が侵害される

というものです。そうした中で、不

安やストレスから他者への配慮が疎

かにになり、通常時より「災害弱者」

「災害時要援護者」の方々への人権

侵害が起きやすくなります。災害

時、不安やストレスから余裕がなく

なるのは当然のことで、仕方ありま

せん。そうした状況になって、少し

でも他者への配慮を忘れないために

は、「日ごろから人権意識を磨いて

おくこと」が大切です。以下では、「災

害時の人権」についてまとめていま

すので、熊本地震での経験を振り返

りながら考えてみましょう。

●障がい者の人権　　　　　　　
・ 避難所や仮設住宅に段差が多く、

身体障がい者の方が過ごしづら

い。

・ 見た目には障がいがあると分から

ない方が必要な支援を受けられな

かったり、特別な措置を取っても

らえなかったりする。

●子どもの人権
・ 緊急の情報や支援などの情報が日

本語でしか知らされない。

・ 宗教上の理由で、炊き出しや支援

物資の食糧を食べられない。

・ 文化や習慣の違いから、他の避難

所での生活が難しいことがある。

●感染症・難病などをめぐる人権
・ 必要な薬を受け取れなかったり、

治療を受けられなかったりする。

・ 病気によっては、避難所のような

人の多いところへ避難できない

( 免疫力が弱いなど )。

　～熊本県人権情報誌『コッコロ通

信』vol.36 より引用～

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　
１
月
21
日
（
土
）
町
農
業
研

修
セ
ン
タ
ー
「
ろ
く
じ
館
」
で
、

公
民
館
主
催
講
座
・
子
ど
も
講

座
「
か
る
た
と
り
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
こ
と
わ
ざ
を
か

る
た
に
し
た
「
い
ろ
は
か
る

た
」
の
江
戸
編
、「
犬
棒
か
る

た
」
で
か
る
た
と
り
。
読
み
手

が
句
を
読
み
上
げ
る
と
一
緒
に

「
あ
っ
た
」
と
大
声
で
か
る
た

を
は
じ
き
、
枚
数
が
少
な
く
な

る
と
、
顔
が
畳
に
着
く
ほ
ど
真

剣
に
な
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
映
画
「
ち
は
や
ふ
る
」
な
ど

が
人
気
の
高
ま
っ
て
い
る
今
、

「
犬
棒
か
る
た
」
か
ら
「
百
人

一
首
」
に
興
味
を
持
ち
、
楽
し

ん
で
く
れ
る
よ
う
願
い
ま
し
た
。

　
１
月
24
日
（
火
）、
近
隣
の

歴
史
的
遺
産
や
文
化
財
を
訪
ね

先
人
の
偉
業
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
に
、
町
公
民
館
主
催
講
座

「
郷
土
の
歴
史
を
訪
ね
て
」
を

開
催
し
26
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
御
船
町
恐
竜
博
物
館
で
は
、

学
芸
員
か
ら
展
示
物
の
説
明
を

聞
き
な
が
ら
見
学
。
甲
佐
町
で

も
化
石
な
ど
の
発
見
が
多
く

あ
っ
て
い
る
と
の
説
明
に
参
加

者
は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
次
に
訪
れ
た
上
益
城
消
防
本

部
で
は
、
近
年
の
防
災
に
つ
い

て
の
講
話
を
受
け
た
後
、
施
設

を
見
学
。
ロ
ー
プ
渡
り
の
屋
外

訓
練
で
は
、
署
員
の
機
敏
で
軽

や
か
な
身
の
こ
な
し
に
、
参
加

者
は
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　
昼
食
後
は
、
熊
本
市
南
区
の

木
原
不
動
尊
「
雁
回
山
長
寿

寺
」
へ
参
拝
。
参
加
者
は
、
健

康
祈
願
や
交
通
安
全
祈
願
、
昨

年
の
大
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
が
か
な
う
よ
う
に
一
心
に
手

を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

「
か
る
た
と
り
」
を
開
催

▼

子
ど
も
講
座

郷
土
の
歴
史
を
訪
ね
て

▼

公
民
館
主
催
講
座

▲「犬棒かるた」を使ってかる

たとりを楽しむ参加者たち

▲恐竜博物館で学芸員から展示

物の説明を受ける参加者　

▲

町公民館からのご案内

町民大学 ｢公演 ･閉講式｣

●日時

　３月27日（月）午前10時

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●内容

・公演会

　松尾凌汰さん（平成音楽大学）

　によるフルート独奏　

・閉講式　午前11時

 どなたでも参加できますので、皆

さんお誘い合わせの上、たくさん

の参加をお待ちしています。

●お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）


